
 これまで会社に対し、機会あるごとに要求していた単身赴任者の扱いが、12月 1日よ

り改善されることになりました。また、新たに『エルダー社員の雇用期間満了及びバス

社員の定年退職後、引き続き採用された契約社員』いわゆる再雇用契約社員を規定に追

加することになりました。内容は、 

1）バス社員、再雇用契約社員の帰省旅行援助金制度の一部を改正 

現行では『バスによる帰省（自社、他社）を基本とし、バスによる帰省できない区間

については鉄道利用（普通運賃）を認める』から、『配偶者等（子を含む）の居住地

から社員の勤務箇所または居住地の新幹線乗車区間１００㌔以上ある場合（仙台起点

の場合、水沢江刺駅以北、郡山駅以南）新幹線利用に支給（運賃、特急料金）。ただ

し、２分の１にあたる６ヶ月毎に６往復（片道利用は１２回）まで新幹線利用できる。

残りの２分の１は現行通り』尚、６ヶ月に５往復しかしなかった場合、残り１往復を

次の６ヶ月に回すことはできません。権利放棄とみなされますので注意してください。

また、運用において例えば大湊に帰省する場合、 

仙台＝バス[うみねこ]＝八戸＝鉄道[青い森鉄道]=大湊でなければ支給されませんでし

たが、仙台＝新幹線＝青森=鉄道＝大湊の場合、普通運賃まで支給します。(比較した

場合、安い為。個別に考慮する場合もあります。) 

2）再雇用契約社員に別居手当支給のため契約社員就業規則の一部を改正 

 バス社員に支給されている別居手当[月額３０，０００円～２０，０００円] 

加算額[４，０００円～２４，０００円]を適用 

3）再雇用契約社員及び出向社員の退職者を追加し、社宅管理規定の一部を改正 

 再雇用契約社員及び出向社員の退職者扱いを『退職単身赴任者用借り上げ社宅』名で

社宅管理規定に追加になりました。賃貸アパートの自己負担額は１割です。(電気、光

熱水料は別) 尚、バス社員の３割負担は現行通りとなっています。 

 一歩前進したとは言え、問題は山積しています。これだけ転勤や助勤の多いバス会社

もありません。最近では、体調を崩す乗務員が増えています。いまこそ 

みんなで安心して働き続けられる職場を創ろう！ 

一人はみんなのために みんなは一人のために 
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